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九重分校を主催して

河野和正（九州大学教養部長）

　厄介なことを引継がれたな。かなりのお金と労力を使って、ごく一部の学生のために……。これが

合宿共同授業へのいつわらざる気持であった。合宿で勉強をするとか、大学間の交流を行うことに疑

問があったわけではない。私の寮生活、運動部の合宿などで得られたもの、とくに、三十年過ぎても

突然の出逢いで「おい、○○」と呼びすてあえる友人は、これらの中で得られたものである。しかし、

それは、自らが選択しっくり上げたものであったから、大学が関与しなくても、という気持であった。

　しかし、折角、前任者がここまで定着させたものを、との義務感もあって、企画をすすめることに

した。実態をしる手始めに出席した前回出席者の反省会では、学生諸君が是非継続をというし、その

後の交流の環もひろがっているらしい。それほど喜ぶのなら、また意義があるのではないかと思い、

すこしでも多くの学生が参加できるようにと規模拡大の方向を各大学に相談した。幸いに、熊大から

二分校同時開設と、かねてより難行していた事務担当について、当面する二年間は一一分校を引受けて

よいとの態度表明がなされ、第四園の合宿共同授業は九重、朝日二分校同時開催が実現した。それで

もなお、九州の国立大学の参加希望学生数からみれば、ごく少数のものしか参加できない。しかし、

施設・予算・労力からみて、これ以上は望むべくもないし、二分校企画も技術的に種々問題をもって

いるのが実情である。

　複数の大学が協力して授業を計画し、複数の大学の学生がこれに参加して、その単位を正規に認め

あうということは、合宿の形式を伴わずとも新しい試みである。現在、国立大学協会などで、他大学

の単位をそれぞれの大学の単位として認定しょうという動きを更に進めたものであると思う。まだこ

の試みは十分な企画と組織の整備があるとはいえないが、それは、意志のある大学が自ら作り上げて

行くしかない。幸いにして九州地区の国立大学長会議も積極的であるとの由であるので、来期には、

さらに一歩をすすめたいと考えている。

　最後に、熱心に、時間と労力をかけて参加下さった各大学の教官・事務官の方々に厚くお礼を申し

上げる。
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朝日分校を主催して
西岡寅雄（熊本大学教養部長）

　私は、この企画が昭和50年度の九州地区教養部長会に九大から提案された時から関係し、推進して

きた1人であるが、最初は教養部学生のみを対象として発足し実績を挙げてきた。第2回頃から学長

会の話題にも上り、教養部をもたない国立大学も参加させたいという希望もあり、第3回目にやっと、

それが実現することになった。

　学生数も増加し、2回に分けて実施する計画が立てられ、種々検：討の結果、同時期に平行してやる

案を立て、朝日分校の分校長として4泊5日の合同授業に参加することになった。

　九州地区の各大学の学生が集まり、日頃聞くことのできない他の大学の先生方の講義が聞けるし、

涼しい九重の自然環境の中で寝食を共にした生活ができるというので、学生諸君も期待と夢を持って

集まってきた。

　講義の内容を充実し、大学では聞けないような話を聞かせたいと、講師の方にずい分と御無理なお

願いをしたりもしたが、大学の教室では見られないような生き生きとした熱心な学生の受講態度、グルーー

プ毎に時間を忘れて討議する学生諸君の姿を見て、この企画の責任者の1人として、大きな喜びと充

実感を持つことができた。

　然しこの企画のもう一つの目的は、各大学の教官、学生同志が、集団生活の中で親睦を深め、友情

の環を広げていくことである。そのためにキャンプファイヤーや、九重登山、最後の夜の懇親会等を

企画したが、各大学でさえばらばらに集まってきた80名の学生が、いつの間にか大学間の壁もすっか

り取れ、十年の知己のように語り合い、再会を約し、別れを惜しんで下山する姿を見て、これまでの

当番大学としての苦労も報われたような気がした。

　この企画を成功に導いて頂いた各大学の諸先生、事務官そして班長諸君に、心から感謝の意を表し

たい。

　この企画が今後益々充実発展するためには、学生諸君の意見や、参加された教官の御意見をお聞き

し、内容やスケジュール等の改善をはかるべきであろう。
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　　　実施要項

1．目 的

2．メインテ・一マ

3．主　　　管

4．会　　　　場

5．開催期日

6．参加資格

7．募集人員

8．日 程

九州地区国立大学の学生と教官が一堂に集り、寝食をともにしながら研修する

ことによって、学生と教官並びに大学間の交流を深め、かつ、同一テーマにつ

いて多面的に授業をすすめることを目的とする。

ヂ現代の人と自然」

九州大学教養部

1．九州地区国立大学九重共同研修所（九重分校・当番校1九州大学）　大分

　　県玖珠郡九重町筋湯

2．朝日高原福祉センター（朝日分校・当番校：熊本大学）　大分県玖珠郡九

　　重町田野

昭和54年7月12日（木）～16日（月）の4泊5日間

九州地区国立大学に在籍する学生（教養部をもつ大学においては教養部学生）

で当該大学が指定する者。
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9．講師と講義題目

　　九重分校

窃
ゆ
鋤
拗

「現代人とその心理」

「文学作品にみる自然j

r文学作品にみる人」

「九州の自然と民間信仰」

「九州の民謡」

「西洋における自然観」

「社会学における現代思想j

f芸術と自然」

「人と健康」

「九州人の県民性」

「自然保護問題の基礎」

「大分新産業都市の諸問題」

鹿児島大学助教授

佐賀大三助教授

長崎大学教授

宮崎医科大学
外国人教師
宮崎大学助教授

熊本大一助教授

琉球大学助教授

九州芸術工科大学

助　　教　　授

九州大学教授

鹿児島大学教授

熊本大学助教授

大分大学助教授

南　　　貞　増

大　熊　昭　信

中　田　喜勝

ロバート・J。
ア　ダ　ム　ス

松　永　　　建

樋　口　康　夫

鵜　飼　照　喜

大　西　修　衆

慮　方　道　彦

篠　原　　　優

今　江　正　知

舩橋　泰　彦

朝日分校

王
り
踊
り
0
4
5

「阿蘇の自然」

「文化と風土」

「文学における自然」

「九州の自然」

「幕末における和算から洋算
への変遷」

「人と健康」

「宮崎における故郷と異郷」

「自然と歴史をつくるj

「社会学における現代思想」

「現代人の心理」

「瓜生島を求めて」

「人類活動と自然環境」

熊本大学助教授

大分大学士教授

熊本大学童授

鹿児島大学講師

熊本大学教授

佐賀大学講師

宮崎大学助教授

九州大学教授

琉球大学助教授

熊本大学教授

大分大学教授

九州大学教授

今　江

新　村

着癖

清　原

山　ロ

江　崎

小　川

後藤

鵜　飼

璽　岡

加　藤

安　東

正
　

10．参加申し込み

　　　参加希望者は、当該大学の担当係へ参加費を添えて申し込むこと。ただし、既納の参加費は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4　一



　　　原則として払い戻しをしない。

　　②　当該大学は、分校毎の参加学生名簿及び教職員滞在計画表を6月2◎日までに、九州大学教養

　　　部教務掛あてに送付すること。

　　（3）参加費は、大学毎に一一括して7月12日（第1日目）に各分校において払い込むこと。

11．参加費（食費及び雑費）

　　　　5，400円（7月12日タ食から7月16日昼食まで）

12．単位の認定

　　当該大学の授業の一部と見なされるが、単位を認定するか否かは各大学の判断において行う。

　　ただし、認定することのできる単位数は2単位までとする。

13．その他

（1＞持参品

②　集　合

（3）解　散

筆記用具、ノート、洗面具、着換え類、パジャマ、登由靴又は底の厚い運動靴で

履きなれたもの、雨具（ポンチョ又はビニールかっぱ〉、水筒、ジーパン（女子〉

健康保険証など。

参加者は、各大学毎にまとまって7月12日く木）午後5蒔までにそれぞれの分校

に集合すること。

7月16日（月）午後1時現地で解散するが、参加者は各大学のバスで輸送する。
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第4回九州地区国立大学間

（1）九重分校
　　メインテーマ「現代の人と自然」
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合宿共同授業日程表

15 16　　　17 圭8 19　　　20 21　　、22

受 付 オ 講　　　義

呈 「現代人とその
自 消

ン 心理」 由 灯
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シ
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講　　　義
自
由 講　　　義
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②朝日分校
　　メインテーマ「現代の人と自然」

日

嗣
寸

胴

7
月
1
2
日
N

7
月
1
3
日

7
月
1
4
日
ω

7
月
1
5
日
㈲

7
月
1
6
日
帽

6

起　　朝

床　食

7　　　8　9．　10　11

起

床

出

発

朝

食

講　　義

「文化と風土」

大分大

薪村教官

登

休

憩

12 13

講　　義
「自然と歴史を

つくる」

九　大
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九　大

安東教官

休

憩

休

憩

講　　義

f幕末における

和算から洋算

への変遷」

熊大
　山口教官

昼
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　　　　閉
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　　　　式
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14　　　15　　　16
17　　　　　　18　　　　　　19　　　　　　20　　　　　　21　　　　　　22

受　　付

自由時間

交歓夕食会

講　　　義

u阿蘇の自然」

F　大

｡江教官
ｲ藤武之

自
由
時
間

消
灯
就
寝

車中オリエンテーション

担当教官

ﾅ合せ会

自由時間
講　　　義

u人と健康」

ｲ大
]崎教官

講義についての

ｩ由討議

消
灯
就
寝

講　　　義

u九州の自然」

ｭ　大

ｴ原教官

講　　義

u社会学におけ

骭ｻ代思想」

ｮ　大

@鵜飼教官

担当教官

ﾅ合せ会

自由時間 消
灯
就
寝

講　　　義

u宮崎における

ﾌ郷と異郷」

{　大

ｬ川教官

担当教官

ﾅ合せ会

星　座　の　観　察

@　　　西岡鉄夫

自由時間

自　曲　討　議

霞
由
討
議

消
灯
就
寝

講　　　義

u現代人の心

掾v

F　大

d岡教官

講　　　義

ﾊ生島を求
ﾟて」

蝠ｪ大

ﾁ藤教官

担当教官

ﾅ合せ会
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（1）九重分校

①現代人とその心理

一スポーツに対する態度調査より一 南 舘　己（鹿児島大学）

　現代人の心理をみる場合、どの人間行動の角度に視点があるかによっていろいろな意見が述べられ

るであろう。ここでは態度の定義をオルポートの「一つの精神的、神経的な準備状態で、経験によっ

て形成される個人の反応に指示的または力学的影響を及ぼしているもの」として青年のスポーツに対

する態度調査をベースにして述べることにする。

　青年のスポーツに対する態度の研究は古賀（昭和7～8年）、石井（昭和47年）、九州生涯体育研

究会（昭和53年）などがある。約5⑪年間の社会の変動、社会的に確立され標準化された概念や、価値

規範のちがい、マスコミの影響、プロスポーツの台頭というようなものが、スポーーツに対する態度を

いかに変化させたかをみるとともに今日の青年がスポーツに対していかなる態度をもっているかをみ

てその心理を探る。

②文学作品にみる自然

大　熊　昭　信　（佐賀大学）

　文学作品に表現された自然とは、自然そのものではない。むしろそうやって自然をみている人間の

物の見方である。客観的といわれる自然科学的な自然像も、実は、そうした物の見方の一一っである。

　そこでまず、外界としての自然を眺める人間の物の見方を大雑把に四つに分け、つまり抽象的自然

科学的、常識的素朴実在論的、主観的観念論的、超越的宗教的として、ではそうした物の見方がいかに

言語化されているか、ひいては文学作品として表現されているかを考えてみる。

　次に、人間の自然像は近代以来、自然科学の展開につれて変化していくのだが、そうした科学的自

然理解の変化がいかに文学作品の中に如実にあらわれているか、17世紀以降を概観することで、文学

にあらわれた現代の自然観を考える。
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③文学作品の中にみる人間

中　田　喜　勝　（長崎大学）

　「酔時歌」と題する杜詩の詩句に注目して、その由来するところを考察し、当時の杜甫の揺れ動く

心に触れようとするものである。つまり「詩聖」と世に称せられる杜甫にも「人間としての杜甫」が

あったことを改めて認識し、杜甫への理解をいっそう深めようとするものである。従って、杜甫への

評価を徒らに低めようとする意図は全く無い。

　杜甫の生涯には隈安十年」と云われる時期があって、この間、杜甫は妻子ある身で、職が無く、

官職に就くべく東奔西走していた。

　杜甫のこのような「焦り」は「酔時歌」の詩句に端的かつ集中的に反映されている。そこで、先ず「

「酔時歌」を紹介し、次にその背号を考察する過程の中で、杜甫の揺れ動く心に触れることとしたい。

④自然と民間信仰（宮崎の神々）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロバート・J・アダムス　（宮崎医科大学）

　日本民間信仰の大きな特徴の1つは、あらゆるものに魂があるという考え方である。つまり、山、

揖、石、木などのような自然物に尊敬されるべき魂が存在するとする。

　そのような民間信仰が確立された宗教（仏教、神道等）になるにつれて、単なる自然物の神（魂）

は、普通の人間的活動を示す大神として現われてくるようになる。たとえば、臼の神アマテラスオオ

ミカミや海の神ミオズチノカミのように宗教上の中心的存在となってくる。

　宮崎県にはこのような人間らしい大神様について地方伝説のような話がたくさんある。これらの伝

説が宮崎に永く残っている理由の1つは、田と山に働いている人々の間に、自然物の神様（魂）に対

する信仰が今豪で強く残っていたからである。

　このような宮崎の民間信仰に出てくる神様について、スクリーン3枚、映写機6台のMulti－image

システムを使いながら話しをしょうと思う。
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⑤　九州の民謡

松永 建　（宮崎大学）

　最近の民謡ブームはテレビの若手人気歌手の出現もあずかって、かなりかまびすしい。もともとこう

した民謡ブームは農村人口の都市への流出によって、郷土性、土着性が失なわれて発声や節廻しなどが

全国的に共通したパターンを持つようになって生まれたものであろう。東北や九州が民謡の宝庫とい

われて採集調査がおこなわれていた頃の「おらがぐに」の民謡も時代と共に変貌しつつある。

　今回はまず本州系の民謡と九州系の民謡を聞きくらべながら、それらの音楽的相違を音階構造の比

較分析によって説明する。分析方法は小泉文夫のテトラコルド理論や近年ようやく方法論としての研

究の緒についた統計的（情報理論の援用）方法などについて、簡単に紹介しておく。つぎには「民謡

は移動する」という定説にしたがって、民謡の移動、変質、新しい民謡の定着成立の実例を日向高千

穂「神楽せり唄」を長崎rのんのこ節」の比較譜によって検討する。

⑥西洋における自然観

樋口康夫（熊本大学）

　広島、長崎に原爆が投下されて以来》アメリカ・ソ連両国による絶えることのなかった核軍備競争、

その結果としてのその余りの多大さに因る核戦争の無意味性。或いはその表われが特に日本において

顕著ではあったが、今も確実に進行している世界的規模の公害とその汚染。我々の回りを見渡してみ

ると、何かにつけて総べてが危機的で終末論的な色彩さえ帯びて来ている。そうした中にあって、ア

メリカの分子生物学者ステントは1960年の初頭、科学による地上の天国の到来について大ざっぱでは

あるけれども予言めいた口調で語っている。そういう人類の滅亡と天国の到来といった絶対的な矛盾

を秘めた現代の思想が如何にして生じたのか、十七世紀の哲学者、デカルト・スピノザ・ホッブス等

の著作を参照しながら、その源流をこの機会に皆んなと考えてみたいと思う。

⑦社会学における現代思想

鵜　飼　照　喜　（琉球大学）

社会学は、社会科学のなかの個劉科学として社会現象を分析し、社会の全体像を明らかにしてゆく
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が、社会現象そのものが人間の日々の社会的営為に他ならない故に、科学のなかから、人間、社会の

あり方、人間の生き方に関する思索が生まれ、思想が形成されてくることは自明のことである。’そし

て、社会科学がつねに現代社会に関する科学である以上、その思想は現代思想となる。

　けれども、現代とは、いっからであるか、という点では意見はさまざまに別れる。他方、科学その

ものが人間の知的営為の特殊な一分野である隈り、科学のあり様についても、さまざまな思想が生ま

れてくる。そこで、講義では、今Hの社会に関する思想というよりも、科学のあり様をめぐって社会

学が直面している課題について考えてみる。そして、それを通して今日の社会が当面している課題に

迫ることができればよい、と考える。

⑧　芸術と自然

大西修也（九州芸術工科大学）

　造形作品は、我々の美的体験を客観的に表現したものであり、その中で、最も純粋に最も完全なる

天才の美的体験は、芸術においてのみ現われているということができよう。

　芸術美が存在するように、我々人間を取り囲む自然にも自然の美しさがあり、そうした自然美に接

したときド絵に描きたい」とかf写真に撮りたい」と感ずるのは、我々人間の自然な気持である。け

れども、ある自然の風景に万人が共感を覚えるかというと、必ずしもそうではなく、自然美とは言う

なれば自然の芸術的観照の結果である。しかも、自然の姿は四季おりおり、刻一刻と移り変るもので

あれば、自然の美的観照は窮極的には造形作品に頼らざるを得ない。その意味において、自然を対象

として作家の美的観照を造形的に表現した芸術作品は、自然観照の記録ということができよう。講義

では、そうした自然と芸術の係わりについて、話してみたい。

⑨　人と健康

緒方道彦（九州大学）

　自分の健康のことなど全く気にならない状態が理想の健康と云える。

　生体の機能は、うまく作動すれば自律的に機能しつづけ、ことさら意識されることもない（スクリ

ーン作用、Hall）健康に関しては、人は地動よりは天動に安住しがちである。　（Dubos）

13　一



　人は、しかし人間である。ヒトは生物学的に如何なる構造、機能をもつかを窮めるにとどまること

なく、その知識を基盤として自らのうちに潜在する一潜在した一能力を充分に使いこなすことが、未

来にむけての入間の責任ではないだろうか。

　使いこなすための素材として、時間生物学、Chronobiologyの話題を中心に話す予定である。健

康人に対する講義、「無用の用」というべきであろう。

⑩九州人の県民性

篠　原 優　（鹿児島大学）

　人間の発達は遺伝・学習・文化の情報によって規定されている。日本人の国民性（national

character）がとかれたり、日本と欧米の人間形成のあり方が比較されてきた。

　普遍的なるものは特殊的なものであるといわれるように、おなじE体人でも、東北人・関西人・九

州人の差異や、それぞれの県民性がとかれている。九州人のばあいには、九州の歴史的・文化的・社

会的などの諸要因によって、その特性がつくられることになる。

　価値観・人間観・社会観・教育観・異性観などを対象に、等間隔抽出による標本（sample＞への

面接調査によって、鹿児島の県民性（S◎cial　character◎f　Kagoshima　Prefecture）をとらえ、

全国調査の結果と比較した。

　この研究によって、県民性に対する伝統的な常識の本質があきらかにされた。九州人に拡大しても、

適合することが多いであろう。

⑪　自然保護問題の基礎

今江正知（熊本大学）

　自然破壊や公害などの環境問題が表面化し、自然保護が人類生存に係る重要課題であると言われ始

めてから久しい。しかし、自然保護とは何か、具体的にどう考え、どう行動することかと問い直して

みると、この問題は十分に整理されているとは言い難い。

　美しい風景を維持する、珍らしい動植物や学術的価値ある地区を保存する、草木を植えて育てるだ

けが自然保護ではない。むしろ、人間と自然との係り合い、とくに文化という媒体を通して自然環境

に適応してきた人間が、ヒトとして生物社会の中でいかに生きるかを考えることが基本である。
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　人間も生物社会の法則を超えて生きることはできず、その法則は難解なものではない。ただ、これ

まで馴れ親しんだ人間中心の思考を離れ自然の側から、その法則に従って人間の行動を見直してみる

と、思いがけずいろいろのものが見えてくる。その反省を基礎に行動することが大切である。

　　⑫　大分新産業都市の諸問題

　　　　　　　　　　　一工業化地域における環境保全の運動と社会一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舩橋　泰　彦　（大分大学）

　環境保全の実現に努力すると、環境保全に関する判断には思想が問われていること、それに関す

る認識は総合的であらねばならぬと同時に専門的・科学的であることも要求されることとを、教えら

れる。このことを2つの具体的な事例でもって考えてみたい。そこにまた、学問する意味や刺激を見

出したい。

　その講義項目は次のようである。

1．概況

　1．工業地帯の規模。　2．公害反対運動。

II．大気汚染による健康問題

　1．その指摘。　2．調査は目的と役割をもつ。　3．公開討論会による事実の追求。

III．8号地差止め訴訟

　1．　その住民運動における位置。　2．法的社会的意義　3．争点　4．現実の問題。

N．アセスメントー一むすびにかえて一一
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②　朝日分校

①　阿蘇の自然

今江正知（熊本大学）

　阿蘇は九州の中央に位置し、火山活動の影響を強く受け、また、長年にわたる採草・放牧・火入れ

によって広大な草原が維持されているなどによって、特殊な動植物が分布する地域として著名である。

　ここの動植物や自然について、阿蘇郡高森町津留に住んで「ふるさとの自然」の記録づくりに努め

ておられる佐藤武之氏のスライド集を通じ：て紹介する。

②文化と風土

新　村 眞　（大分大学）

今H私達は国の内外で孤立して生活してゆくことはできない。経済的政治的な交流のほかに文化的交

流も行なって相互理解を深かめ、また生活の知的な面での向上も計らねばならない。日本人は外来文

化を輸入し臼本の伝統文化に同化させたと云われているが、日本の文化一生活環境、生活方式や考え

方等一を説明するよう求められると返事に困る場合が多い。他人の文化を吸収することに熱心ではあ

るが、自分のそれを他に紹介することに不熱心で、また異なる文化の比較対照といったこともあまり

しないため、一般的な日本人にとっては日本独自の文化的特徴も意識されることすらない場合が多い。

そこで専門的、学術的な見地からではなく、一般的な日本（国内で云えば各地方）のイメージを得る

ために、自然や、社会からどんな事物を対象として取り上げ、それに反映する人間の思考や感情を説

明したらよいかということを討論したい。

③文学における自然

　　一一高村光太郎の場合一一 首藤基澄（熊本大学）

　古来、H本人は自然と深くかかわってきた。それだけに文学における自然の表出は枚挙にいとまな

く、われわれはその文学によって自然を見ることもしばしばである。

　近代文学における自然は、文学者の主体の確立にかかわることが多いが、ここでは「道税」の詩人

高村光太郎を取り上げてみることにする。人工を否定し、自然に随って生きようとする光太郎の自我
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は、近代的自我の一典型といってよく、その自然はきびしく美しい。しかしそれは非情で、甘い思い

入れを許さず、弱者を指弾する自然でもある。ついに「人間商売さらりとやめて」「天然の向うへ行

ってしまった智恵子」をうたうに至る光太郎の自然の様態を考え、知識人の歩みの一端を照射してみ

たい。

④　九州の自然

　　　一一魚類の化学感覚について一　　清　原　貞　夫　（鹿児島大学）

　化学感覚は、一一般に嗅覚、味覚、一一般化学感覚に分けられ、視覚や聴覚等に比べ原始的で低級なも

のであるとされている。ところが、終生水中生活する魚類には、非常に鋭敏な嗅覚、味覚を持つもの

があることがしられており、彼らの生命維持に極めて重要であると考えられている。講義では、魚類

化学受容器の形態。発達程度及び分布様式から、個々の魚種の化学感覚の、他の感覚に比べての相対

的重要性を類推し、その結果を魚類の生態と関連して言及する。次に、近年筆者らが行なっている

数種の魚種での生理実験の結果を紹介し、魚類化学受容器の鋭敏性や機能、及びそれが魚の行動にど

のように関与しているか論じます。

⑤幕末における和算から洋算への変遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　口 清　（熊本大学）

　日本への数学の主な輸入は次の三つの時期に分けられる。

〈ll中国より、奈良時代から平安時代初期。算木による計算が伝った。

（2）中国より、戦国時代から豊臣時代にかけて。そろ盤iが伝った。徳川時代「即断記」の出版（1627）

　以来、和算が盛になり、関考和等が出た。和算の特性は芸ごとで論理性や実用性にとぼしかった。

③　西洋数学が中国語訳により知られた。蘭学の研究により西洋科学が知られるようになった。幕末

　に長崎海軍伝習所にて西洋数学が直接オランダ人により組識的に教えられた。国策の問題と関連し

　て洋算が専用となり和算は急速にすたれた。和算家は洋算の基礎に西洋文化があることを十分理解

　していなかった。しかし、和算が多くの人々に親しまれていたことによりB本が新しい数学および

　その教育に早く転化できる基礎が培かわれてもいた。東京数学会社が創立されてから百年がたった。
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⑥　人と健康

一体力科学からみた健康問題について一

　　　　　　　　　　　　　　　　　江崎利昭（佐賀大学）

　現代ほど「健康法ブーム」といわれている時代はないのではなかろうか。このことは、うらがえせ

ば多くの現代人が健康状態に不安をいだいているという「健康危機」意識のあらわれともいえるであ

ろう。1961年アメリカのH・クラウスとW・ラープの両博士が「Hypokinetic　Disease－Diseases

produced　by　lack　of　exercise」　と題する本の中で、機i械文明が発達し生活の省力化によって、

現代人は運動不足となり様々の健康障害をひきおこしていると警告している。そこで、ここでは人の

健康の維持・増進について体力科学の面から運動と健康との関係一スポーツなどの身体活動が人の健

康のどのような点に役立つのか、健康のためにはどのように運動すべきなのかといった点を中心に考

えていきたい。とはいえ、運動を通して健康を増進できる面とそうでない面とがあるし、さらに健康

を保つためには公害などの自然環境あるいは社会条件の中の反健康的要素を取り除くことが大切な前

提となることはいうまでもない。

⑦宮崎における故郷と異郷

小　川　全　夫　（宮崎大学）

　現代社会は、一応近代社会の延長線上に位置しており、自立した個々人によって構成されるという

原則の上に立っている。しかしながら、実態は決して原則通りにはなっていない。大衆といわれる原

子化された人びとの量的拡大のもとで、社会の合意形成力と管理統制力は厳しく対立をしているので

ある。そして、今、日本社会の再編成が行なわれようとしている。

　地形的にも長い間隔絶され、東京、・大阪を中心とする近代化の過程でも、僻遠の地であることを運

命づけられた宮崎社会が、人びとの物の考え方の上でどのような基調を生み出してきたのかを考えて

みょう。そしてそうした基調が、地域社会の形成のために一一体どのような機能を果たしているのかを

考えてみよう。宮崎の落：人伝説、ユードピア実験、開発計画についてふれる予定である。
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⑧自然と歴史をつくる

後藤賢一（九州大学）

　地球人口の倍増年数は有史以後急速に短くなり、明らかに過去の生物的自然増の時代と異なる人為

的増加の時代に入っている。今や人口問題抜きに人類の未来は語り得ない。＝秀消費増も進み、資源

の有限性の問題が現実化し、加えて環境汚染や熱平衡の崩壊が憂慮されるに至った。さらに科学技術

の進展に伴い、かってなかった質の難問も生れた。それは特に医学医療の分野に著しい。

　地球の有限性と共に、これらの難問は人類自らが生み出した課題だが、それらを克服する方途とし

て、人類の特有の力であり、これまで主として「真理の探求」に向けられていた理性の力を、今後は

「価値の探求」に向ける。すなわち差し当っては適性規模・適性指標。科学的価値観の模索を考えた

い。

われわれ人類は今後、自らが責任をもって好ましい地球の秩序を新しく創造し、管理しなければな

らないのである。

⑨社会学における現代思想

鵜　飼　照　喜　（琉球大学）

　社会学は、社会科学のなかの個別科学として社会現象を分析し、社会の全体像を明らかにしてゆく

が、社会現象そのものが人間の日々の社会的営為に他ならない故に、科学のなかから、人間・社会の

あり方、人間の生き方に関する思索が生まれ、思想が形成されてくることは自明のことである。そし

て、社会科学がつねに現代社会に関する科学である以上、その思想は現代思想となる。

　けれども、現代とは、いっからであるか、という点では意見はさまざまに別れる。他方、科学その

ものが人間の知的営為の特殊な一分野である限り、科学のあり様についても、さまざまな思想が生ま

れてくる。そこで、講義では、今日の社会に関する思想というよりも、科学のあり様をめぐって社会

学が直面している課題について考えてみる。そして、それを通して今日の社会が当面している課題に

迫ることができれば一一…、と考える。
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⑩現代人の心理

　　　一フラストレーシsuン耐性からの考察一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重岡和信（熊本大学〉

　今年の憩大ニュースのトップをとるかもしれない事件が正月末大阪で起ったことは人々の記憶に残

っていよう。また昨秋には高校生の起した非惨な事件、最近ではあまり騒がれなくなったサラリーU

一ンを原因とする一家もろ共の非劇的事件等々。

　これらの社会現象はけっして他人ごとではない。なぜなら、成績評価の厳しい授業の敬遠、困難な

授業からの逃避などの現代学生の行動パターーンをみるとき、そこには共通の原理が働いているように

思われるからである。

　その共通原理の1つは、フラストレーシyンに陥ったときの対処の仕方の問題である。すなわちフ

ラストレーション耐性の水準低下として捉えられよう。

　したがって、本講では、フラストレーションの事象を中心にして、人間の行動側面を考えていきた

い◎

⑪瓜生島を求めて

加　藤　知　弘　（大分大学）

　地中海などでは、カルタゴ・ティルスなどの海没都市調査が盛んにおこなわれているようであ6。

これらの新分野の学問は、「海洋考古学」　（Nantial　A　rc　hαeel　ogy）と呼ばれて、英米では専門の

の研究雑誌も刊行されている。鷺本ではその歴史も浅く、調査技術も遅れている。海没した沖の浜港

は、劉府湾上に浮ぶ「瓜生轟」にあったといわれ、日本での海洋考古学を開振してゆくには、恰好の

素材といえよう。文献調査から始めて、古老の聞き取り、魚群探知器を使用する海底地形調査’潜水

による海底の異物の確認、空中写真や水中ビデオの使用よるNN並び石　などの調査、超音波地層探査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

機による海底地崩れの確認、放射性炭素測定法による遺物の年代推定など、学際的な専門家の参加に

よって、独自の方法論が開拓されていっている。今後どのような手段で解明してゆくのか、検討中で

ある。
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⑫人類活動と自然環境

安　東 毅　（九州大学）

　現在人類が当面している自然環境の危機は、人類活動の今世紀後半における質量両面における急激

な変化によるものである。人類活動の質量両面における第二次世界大戦後の急激な発展は、かつては

開放系としてみなすことができた地球全体としての自然環境を、有限な閉鎖系としてしまった。

　ところで人類活動は、人間個々の個体生命維持に関する活動と、人類の特色である社会的な活動と

に大きく分けられるであろう。今日の環境問題に大きく関わるのは、人口の急増を考えに入れても、

後者の　　とりわけ生産に関する　　諸活動である。第二次世界大戦後の生産性至上主義に基づく技

術革新は、大量生産方式と多消費型生活様式を先進諸国に普及させたが、他方で環境へのインパクト

を甚しく増大させている。しかし、これら技術の評価は人類がもつ経済構造によってなされたもので

あるので、環境問題の解決の道も、窮極的には自然環境の要求と調和する人類の経済活動を新らしく

求めることに存するであろう。
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　　　　〔福教大・教・女・2◎才〕

　長いと思っていた5H間があっという間に過ぎてしまった。私がこの合宿に参加しようと思ったの

は、自分の大学以外の先生方の講義を聴きたい、そして九州各地の多くの人と友達になりたいという

期待からだった。今、この5臼問を振り返ってみてこの期待はほぼ満たされた。特に最終日のコンパ、

友達、伸問の素晴しさ、貴重さ、を改めて思った。でも残念なことにまだ一書もしゃべったことのな

い人もいる。総ての入と1対1の交流ができなかったことが心残りです。私がこの合宿に参加しよう

と思った理由が実はあと1つある。私は人前で話すのがとてもニガテで、いつもなんにも話せない。

そんな自分がイヤで情なくて……。この合宿に自由討議があるこtを知り、　（不安でいっぱいだった

が）この機会になんとか自分を少しでも変えたいと思い参加した。実際は討議蒔問は少なかったが色

々な人の考えを聴けて大変よかった。私自身は少し変わり、ちょっぴり成長したように思ったのだが

●・験●●

　　　　〔九大・農・男・19才〕

　お元気ですか、君は暑い下界で部落解放論の集中講義をうけたのですが、僕は涼しい高原で合同合

宿に参加しました。参加する前には、5日間も寝起きをともにするのだから、かなりの友人ができる

のではないかと考えていたのですが、やはり自分から積極的に話しかけなければ友人はできないもの

ですね。あたりまえのことですけれど。もっとも数人の友人はできるにはできましたが、ほとんど九

大の人です。これはH本人特有の“grompism　’に帰因するものではなく、あくまで僕個人の人間性

の問題だと思います。これからの僕の課題です。

　講義については、あまり期待していませんでした。やはり印象に残るすばらしい講義もあれば、あ

の先生preparatiQ筑をやっているのか、と疑いたくなるような、つまらん講義もありました。でも、

講義のあとに先生を囲んで自由討論をやったんです。これはすばらしかった。特に九大の斎藤先生の

にれからの10年間が日本の将来にとって重要である」「大学は学生を信用していないから、また信

用できるような学生でないから、自治を認めようとはしないのだ」といった言葉は一生忘れないと思

い漢す。自分は何も知らないのだ、と痛感し、これから、なんでも、どんよくに知ってやろうと思い

ます。

　手紙では、なかなか、すべてを語ることはできないので、8月に東京に行くとき、岡山の慰の家に

とまり、酒を飲みながら、ゆっくり報告しようと思います。さようなら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979，7，16　九重にて

・一@22　一



　　　　〔九大・歯・女・18才〕

　前略、今醸の共同授業参加で得たものといえば、全然知らない人との間に、どうやって道をつくる

かということだったと思います。この方法を見つけたわけじゃないけど、2◎歳前後の個性の固まった

人間が四方八方からやってきて、一つのまとまりになることがむずかしいものだ、ということがわか

ったし、協調性の大切さも少しはわかった（つもりです〉。もう少しゆっくりしていたら、つっこんだ

話もできたろうに……と残念です。遊び時間が少なかったので、かえってf箆etimeをポーッとした

り、表面的な話をすることにつかうことにいっしょうけんめいだったようでした。

　人といっしょに生活してみて、やっと気づいたものがいくつかありました。手伝いのこと、掃除の

こと、それに、しゃべり方などなど……。直そうとか、そういう気持ちでなく、すっと手伝いやそう

じができたのです。

　参加の目的は単位がもらえるということが5◎％でした。でも、帰る今となって、大自然に久しぶり

に包まれて、「人問が自然の一部なのだ」ということも理解できたように思いますし、4日間が楽

しかったし、有意義だった、と胸をはっていえます。

　今度、もし来ることに迷う人がいたら、「ぜひ行ってらっしゃい」と言うつもりです。　「ほんとう

に楽しい毎黛をありがとう」。お世話してくださった方々に、心からお礼を言います。お元気で。

　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　〔九州芸工大・芸術工・男・18才〕

　拝啓。この夏、ぼくは、大分県の九重というところで開かれた、九州地区国立大学間合宿共同授業

に参加した。ぼくは、九州へ来てほとんど旅行らしい旅行もしたことがなかったので、この合宿に久

住山という九州で最も高い山への登山があることを知って、喜んで参加することにした。実際は、天

候が思わしくなく、久住山には登れず、一目山と黒岩山という山に登っただけで、少々不満は残った

のだが、それでも、講義や自由討論などで、いろいろな人の意見や考えに接することができ、非常に

有意義だったと思う。

　他の大学では、この4泊5Nの研修は、レポート提出で、単位が2単位もらえるという話だったが

ぼくらの芸工大では、単位は関係なかったので、気楽に講義が聞けたと思う。講義は、いつもぼくら

が聞くことのできないような各分野にわたっていて、いろいろだめになったと思う。講義の中にも出

ていたが、工学系で、あらゆる分野を学んで、広い学問を身につける必要があるということが、非常

に印象深かった。その意味でも、今の1年の時期にがんばって、いろんなことをやるべきだと思った。

　また、他の大学との楽しい交流もあり、非常に有意義な5日間であったと思う。こういう機会があ

れば、是非もう一度参加したいと思っている。

　それでは、乱筆、乱文まことに失礼。敬翼。
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　　　　〔佐大・理工・男・18才〕

　前略、この共同授業に参加して、自分の目がさめたような気がする。それは、同室したある大学の

2回生の人の話を聞いてのことであった。

　陪分はエンジニアをめざしていたが、ある都合で医進のほうへ来てしまった。だから、それはそ

れでがんばるし、他のエンジニアやサイエンテKストの人たちは、世界に負けない技術を開発してほ

しい。また、今のように高度な科学や医学では、それぞれの独立はありえない。物理、化学、薬学、医

学がともに統合して行かなければならない」

　この話を聞いてぼくは、今まで何の目的で生きてきたのだろうか、と自分に問いかけてみた。ただ、

自分に生命があるから生きているだけ、とか、何の苦労もないで生きていこうとか、考えていたぼく

が、恥ずかしく思われた。もう一度自分を見つめ直し、はっきりと自分の目的なり生きがいを見つけ

て、それに向かって一生懸命、一一歩一歩前進していきたいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草　々

　　　〔長大・教育・女・19才〕

　多分、お変わりないことと思います。私は、九重での合同授業がたった今終わった所です。同じ世

代、同じ大学生であるということだけで、あんなに色んなことが話せ、親近感をもてたことが不思議

でなりません。実を云うと昨夜は車座で話し込んでいる内に夜が明けてしまい、朝方にウトウトとザ

コ寝をしただけの頭でこれを書いているのです。ややもすると、内閉的になりがちな私が、未知の人、

男性も含めた未知の人たちの前でいろんなことを話し、また、沖縄舞踊を教わって一緒に踊りまわった

りできたのは、本当に価値のあることだったと思えます。私はもう2年次になっているのに、いまだ

に、大学がよく解らない。私の生活はこれで本当なんだろうかと心のどこかで思い続けていました。

そんな状態にも、もう慣れてしまいっっあったけれど、先生方の体験談やいろいろな人の考えている

ことなどに耳を傾けていると、「ああ頑張っているんだな、私もやりたい、といった素直な同志愛（

ちょっと巧い言葉がみつからなくてオーバーだけど）みたいなものまで感じられる気がして、今、目

の前に広がる九重の活き活きとした緑をみながら、私は、ほのぼのとした温かみを感じています。帰

ってから、ここで見聞きしたことをあなたに話すのが楽しみです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃあ、さようなら。
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　　　　〔熊大・法・男・19才〕

　この合宿授業も、今日が最後だ。楽しかったな。君が最初この授業のことを知らせて来たとき、

XX

ｽかおもしろそうだな”と思ったけれど、実際にきてみると、予想以上に充実していたように思う。

たまに授業中に居賎りをしたこともあったが、それぞれの教官の方々の熱い思いが直接つたわってく

るようだった。教養的な講義でもここまでやるんだ、ってのが初めて分ったよ。それに酒を飲みなが

ら、あるいは自由討議が終わってから他の大学生（もちろん一面識もない〉と、それこそ種々雑多な

話が出来たこと。「ああ、こう思い悩んでいるのは俺だけじゃないんだ」と本当、救われるような感

じもあった。また、こいつはこう目指しているんだなあと、相手がよく分るという感じがあったりも

した。そして教官の方々との会語や“武夫原頭に草萌えで　（旧劇五高寮歌）をきっかけに、九大の

神田学長先生とか同じく緒方道彦先生と共に歌えたあの奇妙な連帯感！　この全ての感じを大切にし

て行こうと思っている今だ。じゃあ、また会えるときまで。

　　　　〔熊大・薬・女・18才〕

　私は今日、九重での四泊五日の共同授業をおわろうとしています。私がここへ来た最大の目的は、

友人をたくさんつくることでした。大学での生活は授業のくりかえしで、多少のものたりなさを感じ

ていました。2、3人も友だちができればいい方だろうという予想に反してうれしいことに大勢の友

人ができました。おどろいたことに熊本大学の中にも話のあう友人をみつけ、政治経済問題から人生

問題まで、夜を徹して話しあえたことを、とてもうれしくおもっています。

　それから、沖縄の方からオキナワの諸問題を本音とはいかないまでも、現地の人の言葉できくこと

ができました。沖縄を単なる南国の島としか考えていなかった私にとっては、かなりショッキングな

内容でしたが、だからといって耳をふさいで聞かないでいいという問題ではなく、これもたいへん興

味深いものでした。

　さいこの夜の自由討論でのコンパはとてもたのしく、沖縄のおどりをおどったり、生まれてはじめ

て“そばじょうちゆ弧なるものを飲んだりなど、全く感動的な夜でした。

　いずれにしてもこの合宿共同授業は私にとって大へん有意義であり、今後の私の人生に大きな変化

を与えることでしょう。

　最後に苦しみながらの黒岩山と一目山の登山によって私は前とちがって成長した根性のある人間に

なったような気がします。今度会うときの私の変身ぶりを期待して下さい。九重はたいへん涼しいん

ですが、熊本は暑い日がつづいているとのこと、おからだに充分きをつけて下さい。さようなら。
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　　　　｛大分大・経済・女・18才）

　こんにちは。

　四泊五日の共同授業もきようで終わりです。最初は余り乗気でなかった私も、今は、本当に来てよ

かったと思っています。いろいろな大学の人とも友達になれたし、それになによりも講義をおもしろ

いと感じたことです。

　共同授業の講義は活気がありました。幾分の固苦しさがあるのは学校の講義と同じですが、内容は

各教官の積上げてこられた知識や経験の集積であり、そのため教科書的なものではなく非常に豊かな

ものでした。日常の生活も、学生と教官の間に何か非常に親密なものがあって、今まで遠いものとし

か感じられなかった教官が身近かに感じられました。

　ここで、たくさんの友人ができたことも収穫でした。自由討議では、いろいろな意見が出され、私

と同じ年代の人達がどんな考えを持ち、どんな希望を持っているのかを知ることができて本当に嬉し

かった。同室の人達とは、お互いに方言を教えあったり、大学はどんな風かを語りあったりできまし

た。本当に、来て良かったと思います。では、このへんでさようなら。

　　　　〔宮崎大・教育・女・19才〕

　今まで合宿というものを経験したこととのない私にとって、今度の合宿には少しためらいがあった

のですが、何かしら期待をもって参加したのです。まずよかったのは、九州の各大学の人と接するこ

とができたことです。これが一一asの収穫です。みんな楽しいよい人たちばかりでした。

　授業も、あまり続くと少し退屈な時もあったけど、今日の問題に対する授業など、なるほどと考え

させられました。何といっても、ここの大自然には、ため息がでます。朝の晴れたEIIの景色など、う

っとりするほどでした。登山も久住に登れなかったのは残念だったけど、一一目山から帰っておふろに

はいって、さっぱりした時の気分は何ともいえませんでした。今まで、2、3回、3ンパに出ました

が、あんなに飲んでさわいだのはこれまたはじめてでした。

　1つ思うことは、私たち大学は参加者3名、教務の人たちも人員集めに大変苦労しているみたいで

した。たぶん単位が出ないし、授業ばかりだからでしょう。でも、やはり、大勢とまではいかないま

でも割り当ての人数位集まれば、もっと大学のまとまりができて、宮大の特等がでたのではないか、

と思います。

　とにかく、暑さ知らずの5日間でした。帰ったら、友達にもいろいろ話してあげようと思っていま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら。
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　　　　〔宮崎医大・医・男・2◎才〕

　わが友へ！

　乱筆にて失礼。九重での合宿共同授業は、8月16日無事5日問の日程を終えました。宮崎にも山は

多いのですが九重山などをながめていると規模が違うという思いです。それが宮崎の山にはないよさ

であると思います。

　霧のかかった九重の夕べなどは、とても神秘的でした。夜など、各大学の諸君と人生や希望や恋愛

について語りあえたことも、この研修を有意義にしたことのひとつです。

　登山の時、由の頂上から周りの景色をながめると、何となく自分が小さく見え、山々にほんのりと

かかる白雲の薄化粧を見て山の真の美しさがわかったような気がします。

　講義のメインタイトルは「現代の人と自然」でした。このテーーマは、非常に大切なことですけれど

範囲が大きすぎて、なかなか実感のわかないものでした。しかし、この九重の5澱間で私なりにひと

つの意見ができました。それは“現代入がほんとうに人間らしく生きてゆくためには、人間もまた自

然の一部であり自然の美しさ、重要さを科学することが大切だ”ということです。自然と人間は別々

のものではなく一一体だということですが、これは東洋的な思想だと思います。こうした「東洋的思想」

の見直しの必要を痛感しました。是非、来年、この九重に来てください。では、これにて。

　　　　〔鹿大・法文・男・19才〕

　早いもので、5E間の研修も今終ろうとしています。この九重の地での5日間がいかに有益であっ

て、又いかに楽しいものであったか貴女に語ろうと思います。

　遠い昔、といっても私の小学校、申学校時代の事ですが、　“大学の先生、、という存在はとても手の

及ぶものではないと私は思っていました。しかし寝食を共にし、温泉で肌を触れあいながら、彼の崇

高な存在も（？）やはり1個の生身の人間である事を実感し、かつ、彼等の経験、知識、論理に直接触

れる事により、自分の視野に新しい1頁が加わった如く思えるのです。膝をつきあわせて対等の立場

で討議したり、酒をのんでは共にバカさわぎができた、という事だけで、この5日間は無為の何年に

も価するものでありました。

　大学教授方ばかりでなく、各地から来た様々な県民性と個性を備えた学生諸君と語り合える（5日

間では語り足りませんが）という事も一つの大きな収獲でした。これまで人間と接するのはわずらわ

しくて嫌なものである、と考えてきた私にとって、そうした考え方すべてをぬりかえる事はできなか

ったにしても、人間と接し語り、笑い酔うことの楽しさは発見できたようです。こう書いてくると、

まるで私が通常の人間ではないみたいですが……。
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　とにかく講義内容（貴女に対して、ここでくどくどと講義を再現するつもりはないのですが）人問

関係の結びつき、そしてそれ以上に重要な九重の大自然の中での5日間が確かに何か新しい力、新し

い発見を私に与えてくれたことは確かです。今度再会の折は、ここで私が得たものを貴女にもお伝え

したいと思っています。

　では。

　　　　〔琉大・教育・女・20才〕

　涼しい九重の山から：夏の便りを送ります。

　私は、7月12～16日まで九重の共同研修所にて九州地区国立大学間合宿共同授業に参加しています。

連羅3ぴ。を超す暑さが続く沖縄をあとに、九重へ来てみると、あまりの涼しさに驚かされます。

　あなたにも見せてあげたいな。連なる山々の雄大な姿を。絵葉書きのままの自然が九重には、ある

のです。各大学からきたユニークな人たちと自然を媒介に、すごせたこの5日間の思い出を、私は、

大事にあたためるつもりです。そうそう山登りもしましたよ。一目山と黒岩山へ。山の頂上へたどり

ついた時のあの感激。沖縄では、見ることのできない山々の雄姿にただただ酔いしれるばかりでした。

　最後にこの共同授業に参加して、もっともっと、沖縄を見直すことの必要性を感じました。まだま

だ書き尽くせぬほどいろいろな事を経験しましたが、それらを土産に明日沖縄へ帰り濠す。

　では、この辺で。さよなら。

一　28　一



（1）反省と展望

　　　　　　　　　　九重分校オーガナイザー　　斎　藤　文　男　く九州大学）

　九州地区国立大学の共同授業は、すでに4回目。本年度は、九重研修所と朝日高原福祉センターの

2ヵ所で行われた。名づけて「九重分校」と「朝El分校」　　文字どおり、　NN山の分校”の“特設学

級”である。

　その九重分校のオーガナイザーを仰せつかったのは、たしか、昨年度末の2月のことだった。わ

たしは前回の共同授業に一講師として参加したが、むろん、オーガナイザーは“初体験”。「どうし

て、そんな大任を……？」といぶかるわたしに、部長はニヤリとして言ったものだ。　r君は前回の反

省会の席上、こんな楽しい有意義な授業なら、何度でもXN落第”したい。そう言ったじゃないか」と。

　げにf口は禍のもと」と思い知ったときは「あとの祭りjcおかげで、それからの数ヵ月というも

の、ガラにもない大役を負わされて、世話役の熊大と授業計画の打合せ、参加校との協議、講師の依

頼、会場の設営に飛び回るハメになった。それでも、前任者や事務の人たちの助力を得て、予定どお

り7月12日、開講の運びとなったときは、正直なところホ’ cとした。

　九重分校の授業は、　“分校長”である河野和正・九大教養部長の黙開校”の辞、神醗慶也・九大学

長の激励のあいさつ、それに賑やかなレセプションで幕を開けた。以後4泊5日、別記の授業臼程を

順調にこなして7月16日、共同授業は無事終了した。ときには深夜におよぶ学生同士の交歓、教官と

膝を交えての対話、静かな山ふところでのレクリェーションは、いつの間にか、参加学生に仲間意識

を植えつけていたのだろう。各大学の貸切リバスがつぎつぎに研修所を後にするとき、学生たちは「

また会おうぜ」「おれのところへも遊びに来いよ」と声をかけ合い、なかにはハンカチを振りながら、

おもわず泣き出す女子学生もいた。

　共同授業の趣旨のひとつは、こうした大学問の学生・教官の交流にある。その目的は十二分に達せ

られた。だが他面、共同授業は単なる親睦会でも、サークル活動でもない。それが、まさに共同「授

業」である以上、その成果は、なによりも、授業内容と教育効果で測られねばなるまい。オーガナイ

ザーの責任もまた、そこにある。そこで以下、今回の九重分校の共同授業を顧みて、ひとこと感想を

述べ、責めをふさぐこととしたい。

　今回のテーーマは、前回とおなじ「現代における人と自然」。九重の大自然のなかでの“サマー・

スクール”にふさわしい主題であり、また自然環境の保全が叫ばれる昨今、きわめて時宜をえた学際

的な課題でもある。ただ、問題があまりにも大きいため、カリキュラム編成上、それなりの配慮をし
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たにもかかわらず、講師の都合などから、焦点をしぼり切れない憾みが残った。テーマの限定ない

し変更は、次期オ“・・一一ガナイザーの手腕に待つところが多い。今後は、テーマに応じた部外講師の招聰

（財政面の困難もあろうが）、講師陣の事前の予備討議なども、検討されてよかろう。

　カリキュラムの実施面についていえぼ、4泊5日の日程が、かなり窮屈なのは事実である。しかし、

経済的負担や単位認定の問題を考え合わせれば、日程の延長や授業時間数の削減はむずかしい。むし

ろ、「自由討議のテーマを授業内容と関連づけ、自由時間をNXゼミf一ル化”するとともに、他方、

休息時間をまとめて取り、存分に山に親しみ英気を養うのも一法かもしれぬ。

　いずれにせよ、共同授業はまだ試行錯誤の段落。改善の余地も、多々あろう。けれども、九州地区

の共同授業がもつ、他地区にはない特色は、やはり、琉球大学の参加である。琉大の学生・教官が沖

縄の現実を語るとき、本土の学生たちは、自分に欠落していた視点を鋭く突きつけられる。その痛み

に似た、重い衝撃が、参加学生の一一人ひとりの今後の生き方と学問になにをもたらすか　　それは、

オーガナイザーのわたしにもわからない。ただ、わたしは、琉大生との討議から、沖縄問題が象徴す

る日本の矛盾に臆せず立ち向かう勇気と連帯を、参加学生の全員が学び取ってくれたことを信じたい。

朝日分校オーガナイザー　　鈴　木　明　郎 （熊本大学）

　九州地区での合宿共同授業も4回目となり参加を希望する学生も増加しつつあり、それぞれの大学

でも定着したとの認識からと思うが、今年度はニケ所で行なうことになった。その一つを熊本大学で

計画することになり、教務関係の仕事をしていたこともあって、同じ大学の刀根先生などの協力を得

て世話させていただいた。直接運営に当ってみて、これまで世話してこられた九州大学のご苦労をお

くればせながら痛感した。そして、予算など種々の事情から九重分校の共同研修所に近いところでと

いうことで朝日高原福祉センター一を使用することで計画を進めた。我・セとしては、初めての場所での

初経験ということもあって教官も何かと戸惑wたが、それにもまして、事務面では講義室・厚生宿泊

など施設、備品の準備、講師の宿泊の準備から学生のコンパのことまで世話しなければならず、事務

官の労苦は大変なものであった。このためもあって講師の先生方にはご不便をおかけしたにもかXわ

らず、先生方の御協力によって無事に終了できたことに感謝している次第である。

　実のところこれだけの苦労をして、学生にこれに見合うだけのものを提供できたか、学生はそれを

得ることができたかどうか、大いに気になるところである。しかし、参加した学生達の感動ぶりは、

正直なところとまどうほどである。参加した熊大の学生諸君はいまでもお互の交流を続けており、昨

年末には参加した教官を交えての楽しいクリスマス・パーティーをも催し交流を深めている。嬉しい

ことである。更に、大学を越えての交流が続けられているとも聞いている。この意味では、学生の感
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動や交流が我々の期待する内容のものであろうとなかろうと、この共同授業の臼的の大部分は達成され

たと評価してよかろう。

　勿論、登山や酒をのみながらの交流を通しての他大学の学生や教官との語らいは楽しかったと言わ

せるだけでなく、相手の心の鼓動が聞えるようなゾクゾクする共感と感動の湧き上るそのような深い

交流の機会が作れたらすばらしいとも思う。Teachin（長時間討論）のよ・うなプログラムはどうだろ

うか。

　講義については、学生諸君からも強い希望があったように、それぞれの大学での授業では行なえな

いような形態、例えば、各講i義毎での参加教官、学生による質疑・応答・ディスカッションの時間を

とり講義内容の理解を更に深める工夫が必要であり、徹底したデ6スカッシsンを通してテーーマへの

理解と学問への興味を深められたらと思う。このためには講義題数を減らすこともあってよいと考

える。

　更に、徹底した学習の後で、体と頭を癒し、考えをまとめて自分のものにするためにも、九重とい

うすばらしい自然の中で一人でもよかろうし、新しい友とでもよかろう、思索し、また静かに語らいつ

つ過ごす時間もあったと思う。

　何とも夢のような共同授業への希望を述べたが、これも多くの教職員の方々の熱意にこの試み

が支えられていることを考えればこそのことで、楽しく暖かい交流、テーマへの深い理解と学問への

興味、ゆたかな思索の三拍手揃ったものにしてほしいと考えた次第である。

　ともあれ、共同授業というこのすばらしい試みの発展・充実を期待し、来年度の成功を心より願っ

ている。
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（2）わたしの感想

重岡和信（熊本大学）

　九住の総々が樹氷の海と化した正月過ぎに昨夏の九州地区共同合宿授業について思をめぐらせてい

る。

　先づ、残念なことは、折角山の申に五H間もいて九住山を極め得なかったことである。合宿期間の

前半は九重分校に、後半は朝日分校に属した私は、自然と人間に悪戯された訳である。というのは、

九重分校は悪天候のためH程変更、朝H分校は日程通り登山。私の日程は、最初のスケデュールに従

って、九重分校から久住山頂を経て朝日分校に引越すことになっていたからである。

　さて、本授業は二分校に分れて同時進行し、九大と熊大によって各分校の世話がなされた。幸いに

も両校に係る機会を得たので、両校の横顔を眺めてみよう。カリキュラムの面からは両校ほぼ

同じであるが、実際の運営面では、大学の自治が発揮され相当な違があったように思われる。その違

いのポイントは、r酒」の用い方にあった。

　九州各地の十大学の学生教職員、総勢的民謡が、突如同じ屋根の下で四泊五日を過すのである。こ

の未知集合を、できるだけ早くインナーグループの性格にすることが、合宿授業を進めていく上で必

要である。

　大学毎には、往路の旅の時問で仲間意識が醸成され、かっ合宿初頭の段階ではそれが強化されるで

あろう。しかし、本授業のねらいは、諸大学間の学生、教官の交流にあり、大学毎の枠をはずすこと

にある。未知め人の間の初接触において緊張が生ずるのと同様、異グループ間の接触も互に緊張する。

　メンバー全員が初めて一堂に会した時、緊張は極度に増大するであろう。このことは食堂の着席に

おいて、自然と大学毎に集ってしまうことにも現われている。このような緊張を解すべく用意された

のが交歓夕食会である。

　実はここから両分校の自治の違いが現われた。九重分校では、さ〉やかながらビールの乾杯があっ

たが、朝H分校では、名越ビールもその他も無かったと聞く。

　コップー一杯のビールが心的緊張をわずかでも解く効果をもっているのは実事であろう。この効果を

利用して、集団成員性の一つの促進化が計られることになる。

　さて一方、後半から参加した朝日分校、四日目の交流会までは酒類一切御法度で進行中。

　ロビーの落書き板、所狭しと埋めつくされている。

　　f熊本の父ちゃん酒おくれ」

　　「ささ酒を←一…・涙）」　と哀願し、

　　「怒りの雨が、地震が……早く酒を〃」
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　「酒のませろ」

　「しょうちゅうのむぞ〃」　との攻撃。

　　　　　　　　　　　後諸々割愛

これだけ見ると、合宿授業が目的か。酒が目的か分らなくなる。勿論前者が参加目的であったが、

合宿というからには酒があるとの期待もあったは違いない。壼図らんや！フラストレーションは増す

ばかり、最後の交流会世話役の積極性、交流会の盛況さも宜なるかな。

　朝から夜まで断わり詰めで足の置き場に困ったが、少なくとも酒に対する不満を強く感じなかった

グループと、椅子とテーブル、全員相部屋だが、酒の不満グループに、それぞれ、合宿授業が如何な

る効果を与えたかは時を経ないと分らない。只、大学毎に去って行くバスをを送る者、送られる者の

顔には、くったくのない笑があったことは確なようだ。

　次年度の合宿授業の講師依頼がもう始つた。次回も二分校開かれ、再度実験が試みられるかどうか、

今のところ不明である。

江崎利昭（佐賀大学）

　まず講義についてのべると、講義しやすい環境にあったと思う。ただ講義数が多いのではなかった

かと思う。それと講義の形式の点では小人数の討論形式を多く採り入れた方が学生らにも受け入れら

れやすいと思われる。それには講義の内容なり、講師の先生方の数が多くいるなど難点もあろう。さ

らに講義以外の行事ではいくつかのコースを用意して学生に選択させるなどの点を考えていけばと思

う。例えば登山の行事でも登山コース、自然のみて歩き（とくに植物など）のコースとかいろいろ考

えられる生活その他の面ではなかなかよかったと思う。

　学生の態度という点では、講義に対する取り組みなどの積極性がみられず、その点では各大学の募

集の際に学生にしっかりと指導することが大切ではないかと思う。最後に熊本大学の教職員の方々に

心からお礼を申しあげる。

小川全夫（宮崎大学）

　これは、ひとつの出会いと対話の機会であったと思います。この機会に「のった者」も「しらけた

者」も、それぞれに「なぜ、のったのか」、　「なぜ、しらけたのか」をつきつめることが、これから

の課題だろうと思います。今回は「定食」型の共同授業でしたが、学生諸君の自立次第では、もっと

選択の幅がある「お好み料理」型の共同授業もできないことはないと思いました。
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松　永 建〈宮崎大学〉

　九重登山がつぶれて講義予定時間がぐるぐると変り、ついに一圏山登山直後という最悪の条件とな

った割には学生諸君もよく聞いていてくれたと感謝している。講義の内容も思い悩んだ挙句、現代の

日本に蔓延する雑多な音楽の音階構造が、実は数種類に分けることができるということと、それらの

性格を実例で示してみようという方向に話を絞ったため肝心の九州の民謡の話が舌足らずになったの

が心残りである。自由討議の時間に学生の意見にもあったのだが、民謡と詞、民謡と社会といった点

にも触れていきたかったが、欲張るとみめにならぬと思い割愛した。

　大学の教養課程の中でも芸術科目は閑却視されているのではないかとひがんでいたのであるが、合

宿共同授業という変則的かつ理想的な形の中で、貴重な一コマを与えていただいたことにも感謝して

おきたい。

山　口 清　　（熊本大学）

　毎日の日常的なことから離れてよい環境で教官と学生が接しられたことは大変よかった。ただ、時

間表をみるとゆっくり時間がくんであるのに実際はなかなか忙：しい気がした。時期的には夏休の初め

というのがよいのでなかろうか。登山は夏休み前の忙しかった気分から気分の転換ができるからであ

る。ただし、教官の側から云えば夏休みになってすぐは、学校の行事も色々あるのでこれとの調和を

考えねばならない。

　講義については今回のものは大変よく面白かった。折角各大学から教官、学生ともに集ってこられ

るのであるから大学でのH常的な講義よりこのような機会でないとうかがわれない特徴のある講義を

続けて頂きたい。資料等は前以って学生に配布して読んでいて貰えるようにしたらなおよいのでなか

ろうか。会場、宿泊の運営は申し分なかった。関係者の方々に感謝致します。

笠 栄治幅濁教育大学）

①合同授業の特徴を生かす。統一テーマと講義の密着度が総合科目開設のために大変参考となった

　と思う。

②学生の融合がどの程度可能かと気にしていたがそれが予想外に早く、密度の高いものになったこ

　とに、学生の質と授業計画とに相関を見出だす必要があろう。大学での教育もその計画を組入れる

　べきであろうから。
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③カリキュラム上、佐藤先生のスライドに圧到された。今回のテーマに最もふさわしい、そして感

　動あふれる画面に、今回の合宿が果した意義は測り知れないものを見出だした。ただし、学生の受・

　入れがさほどにないとすれば教育上、「感動」ということに感じなくなっている学生の質を無知と

　すべきか無能と考うべきか。

今江正知く熊本大学）

　この合宿共剛受業に再び参加して強く感じたのは、第1回目の島原研修所の場合と同様ぐいぐいと

盛り上ってくる学生の熱気である。多少の不安とヂ自分の知らない何かが…」というそこはかとない

期待を抱いて九州各地の大学からバラバラに参加した学生が、劉れる時には涙を流す者が出るほど強

い連帯の絆で結ばれてくる。行事の一駒一等が、教官や学生どうしの些細な言動の一一つ一つが、鮮明

な印象となって残っている。

　無感動、消極的、シラケ……といわれる時代風潮の中で、このような盛り上りが見られるのは何故

か。青年は、いつの時代においてもやはり青年であるという当り前の事実、その他いくつもの理由が

あげられよう。しかし、2度の参加で気づいたことは、意図的に計画したことではないが、行事全体

に対する時間不足がもたらす密度効果の高さである。

　講義をするにしても、たった99分のもの1回では何ほどのことも伝えられない。1年または半年間

続く講義のようにゆっくり構えているわけにはいかない。学生の方も、このたった1回の出会いの中

から何かを汐み取らなくてはならない。しかも、学生は講義以外にも、しなければならないこと、や

りたいことが山ほどある。

　物質的に豊かになり、情報が氾濫し、ともすれば時間までが有り余りがちな大学生活の中で、スケ

ジュールに追われながら他大学の学生や教官との交流を深めるなど自分のやりたいことをする努力を

強いられる。その忙しさが活気を生み共同授業の盛り上りを支える大きな柱になっているのではないだ

ろうか。
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ω

九州芸術工科大学

助教授大西修也

佐賀大学
助教授大熊昭信
事務官江島与士秀

長崎大学

澄
夫
知

基
康
正

称
三
江

首
樋
今

　
授〃

教
〃

　
助

大分大三
助教授露橋泰彦

宮崎大学
助教授松永　健

宮崎医科大学

外国人教師ロバ・一ト・」・

　　アダムス

鹿児島大学

助教授南

優i

事務官竹迫誠一郎

熊本大学 琉球大学
助教授鵜飼照喜

wwwksess“ksekwk　sek　y？s　gek”ma　ves　s“k　sek　y“kww”gekge＊￥“kseskg“fewwwwwwwwwws“ww

②学生（・印は女子）

九州大学19人

1村上　 淳（工2）

哲（医1＞

3吉川和輝（農2）
4大野正英（工2）
5宮永光啓（経2）
6　木　　豪華　　裕　　一　（歯　　1）

7上村知久（歯1）
8樋　渡　和　浩（工　1）

g小　原　浩　二（工　1）

1◎富永　三一1＞
U山田智嗣（理1）
12大谷裕子（歯1）＊

13篠崎珠美（歯1）＊
14濱本恵美子（医2）＊
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15末廣祥子（農1）＊
16斉藤久美子（農　！）＊

17橋本雅晶（医2）
18竹内克志（工　1）
19平野美貴（工1）＊

　
ユ
　
ユ
　

ユ
　
ユ
　
ユ
　

ユ
　
　
　

人
工
三
三
三
三
山
山

7
芸
薄
薄
芸
芸
芸
廿
云

蝉
行
徹
司
着
帯
博
司

ロ
エ補

戸
川
田
原
川
津
藤

芸
　
　
保
二

州
瀬
亀
久
手
内
高
近

佐賀大学10人
1荒谷弘幸（理工2）

2鶴田猛彦（理工2）

3濱田英樹（教1）
4森本好昭（理工1）
5津　山　辰　己（理工1）

6佐々木　育　世（教　1）＊

7末　永　明　美（教　1）＊

8野上和子（教1）＊
9東　　　曜　子（教　1）＊

10野崎良二（理工2）

長崎大学8人
1松野　　宏（経2）
2木　村　暢　男（教　2）

3小　宮　貴美子（教　2）＊

4坂田　 稔（教2）

5松尾千代美（教2）＊

6茨木正明（医1）
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7川瀬義久（医2）
8佐々木　優　文（工　2）

熊本大学9人
1井上靖司（文
2秋元．留美子（文

3安　東　利津子（教

4潮田尚次（法
5吉沢徳子（理
6溝　口鈴彦（医
7古賀　　　震（医

8高田寿子（薬
9豊：永　英津子（薬

大分大学3人
1皆見智恵子（経

2岩本和子（経
3森　山　照代（工

　
農
教
教

人
ー
ー
ー

学
義
裕
尚

大
毛
島
木

崎
鹿
福
籾

宮崎医科大学4人

1木村武実（医
2島　内正樹（医

3矢野隆郎（医
4岩坂日出男（医

1）

1）＊

1　）＊

1＞

1　）＊

1）

1）

1　）＊

1　）＊

＊）1

＊
　
＊

1
⊥

－

1）

1　）’

1　〉“

）

）

）

㍉
■

9
白
0
乙
9
4
9
乙

鹿児島大学9人
1井口浩喜（法文1＞

2前歯英一（法文1）

3塚脇真二（理1＞



4伊地智　俊　明（医　1）

5寺尾公成（歯1）
6今別府　由美子（教　1）＊

7横山恭子（教1）’
8三　池　紀代子（法文2）＊

9山　田　安希子（法文2）＊

琉球大学12人
1伊藤哲司（教2）
2井　上　美智子（教　2）＊

3兼　浜　恵　子（教　2　）’

4外　山　恵　子（教　2）＊

5外間朝子（教2）＊

6島袋　修（教2）
7我喜屋幸恵（理2）＊
8上　里　利恵子（保　2＞＊

9豊見山　秀　樹（保　2）

10長　浜　宗　信（保　2）

11平　山　さとみ（保　2）＊

12新埼洋子（法文2　）“

（2）朝日分校

①教職員
　福岡教育大学

栄治

　
一
毅

　
賢

　
藤
東

野
平
安

大
吟

興
　

〃

九
州

佐賀大学
講　師江崎利昭

助教授刀根辰夫
ノ～　今江正知

事務長塩山卯之助
事務官和久田　　　卓

〃　中村敏幸
〃　小原博信

　
弘
眞

　
知

　
藤
村

学
加
新

大
樹
授

分
　
教

大
教
助

　
行

　
久

　
田

学
林

大
官

崎
務

長
事

　
雄
郎
澄
清
信

　
寅
珊
珊
　
和

　
岡
木
藤
平
岡

学
野
営
首
回
重

大
長
授

本
翻
　
〃
〃
・

熊
教
教

導崎大学
助教授小川全夫

鹿児島大学

助教授清原貞夫

琉球大学
助教授鵜飼照喜
事務官仲宗根　盛　光
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②学生（・印は女子）

福岡教育大学6人

1城　園　ひとみ（教　2）＊

2加　茂　美恵子（教　2）＊

3庄　野　憲　治（教　1）

4原　　　輝　智（教　1＞

5西　野　友理子（教　2）＊

6奥　田　智　美（教　2）＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊
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1
⊥
　
1
⊥
　1
　
1

1
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佐賀大学1◎人

1山村政信（理工2）

2遠藤啓二（農2）
3藤田正明（教1）
4福山義規（理工1）

5高嶋浩二（理工1）
6平尾富子（教1＞＊
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7永　吉　由紀子（教　1）＊

8三　苫　純　子（理工1）＊

9武末清香（理工1＞＊

1◎峰松優子（理工1）＊

長崎大学8人
1有　森　伊津子（教　2）＊

2小　森　義　隆（教　2）

3松本秀文（教2）
4脇　村　洋　一（教　2＞

5金尾信証（教1＞
6矢野一雄（経2）
7林田雅明（工2）
8古賀厚子（水2）＊

熊本大学U人
1中島正子（文1）＊
2池　田　千　里（教　1）＊

3秋好秀春（教1）
4中尾のり子（法　1）＊

5山口光之（法1）
6桶谷　浩（法1）

浩（法1＞

8稲富正人（法1）
9森永信吾（医1）
10景山俊司（工1）
11溝口裕之（工1）
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6伊藤幸子（教1）＊

鹿児島大学4人

1谷口晋平（理1）
2木場宣行（教2＞
3荒木英生（医2＞
4佐藤道子（医2）＊
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